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１．はじめに 

 2015年に子ども・子育て支援新制度（以下

新制度）が施行され、我が国の保育制度は大

きな転換期を迎えている。新制度の目的のひ

とつである、人口が集中する都市部の保育所

待機児童の解消は、メディア等にしばしば取

り上げられており、我が国の重要課題である

ことが周知されている。しかし、その一方で

人口減少が著しい農村などの過疎地域の保育

所の閉鎖等については、ほとんど取り上げら

れることがない。 

 総務省の報告
１

によると、全国の市区町村

の46.4％（国土の58.7％）が過疎地域に該当

するとしている。これらの地域にも就学前児

童のための幼稚園や保育所が設置されている

が、かなり前から定員を満たすことができな

い等の理由によって保育施設の統廃合や閉園

が進んでいる
２

。その結果、地域社会から就

学前の子どものための教育・保育施設が減少

している。また、近隣に子どもがいないこと

による都市部の子育て問題とは異なる過疎地

域ならではの課題を抱えているのである。 

 本稿では、過疎地域の子ども・子育ての実

態を把握する手がかりとして、行政データか

ら幼稚園や認可保育所の設置が無いとされて

いる市区町村を抽出し、その中から山梨県南

巨摩郡早川町の保育の現状について報告す

る。そして、過疎地域の保育のニーズと新制

度との関係について考えていく。 

 

２．統計データ３から抽出した認可保育

所・幼稚園の無い市区町村 

 過疎地域の保育の状況を把握するため、

『統計でみる市区町村のすがた2016』の「教

育」、「福祉・社会保障」の項目から幼稚園、

認可保育所の設置が無い市区町村を抽出した

子ども・子育て支援新制度施行から２年 

～過疎地における保育の現状～ 
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ところ、図表１の示すとおり41の町村が該当

した（認可保育所は2013年度、幼稚園は2014

年度の数）。なお、その一年前のデータ（『統

計でみる市区町村のすがた2015』）と比較する

と、10町村増えており、増加傾向にある。 

 しかし、ここで問題視したいのは、幼稚園

と保育所の設置数が０件となっているにも関

わらず、同地域に小学校児童が存在している

点である。これらの町村に居住する児童への

就学前教育や保育はどのようになされている

のか。このような問題意識のもと、2017年４

月～５月にかけて抽出した41町村について町

役場のウェブサイトなどを通じて保育施設等

の運営について調査したところ、多くの町村

が都道府県の認可を受けず、町村独自の取組

みとして町立保育所等を運営していた。また、

新制度により事実上廃止となったへき地保育

所の運営を、町村の事業としてそのまま継続

しているという実態も確認された。 

 これらの町村が保育所を認可外保育施設と

して運営を続ける理由としては、設備や運営

内容が認可基準に達していないことや、認可

基準そのものが地域の実態になじまないとい

った点があげられる。なお、過疎地域の保育

の現状については、図表１にあげた町村の中

から山梨県の早川町の事例を次の第３節にお

いて述べていく。 

 

都道府県 町村名 小学校児童数

1 新篠津村 155

2 赤井川村 60

3 上砂川村 121

4 雨竜町 99

5 北竜町 74

6 占冠村 46

7 剣淵町 153

8 初山別村 50

9 中頓別町 76

10 西興部町 46

11 陸別町 89

12 鶴居村 160

13 福島県 桧枝岐村 26

14 群馬県 上野村 50

15 三宅村 86

16 御蔵島村 12

17 青ヶ島村 12

18 新潟県 粟島浦村 9

19 早川町 38

20 小菅村 23

21 丹波山村 12

22 平谷村 17

23 下條村 275

24 栄村 67

25 山添村 130

26 曽爾村 31

27 御杖村 39

28 野迫川村 16

29 十津川村 123

30 下北山村 28

31 上北山村 7

32 川上村 23

33 和歌山県 北山村 14

34 鳥取県 江府町 115

35 奈半利町 127

36 大川村 19

37 西米良村 66

38 椎葉村 143

39 三島村 34

40 十島村 63

41 大和村 83

宮崎県

鹿児島県

北海道

東京都

山梨県

長野県

奈良県

高知県

図表１ 保育園・幼稚園の無い町村 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（出所）総務省統計局『統計でみる市区町村の
すがた2016』より筆者作成 

＊ 幼稚園の数に関しては、学校教育法第１
条に規定する幼稚園。保育所に関しては、
都道府県知事の許可を受けた保育所の総
数であり、企業等が従業者のために開設し
た託児所、数人の親が共同で人を雇って託
児する場合などは含まれていない。 
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３．過疎地域の保育の実態－山梨県南

巨摩郡早川町の保育所－ 

 第２節で示した幼稚園、保育所の無い町村

の中から、山梨県南巨摩郡早川町の概要と保

育所の事例について報告する。 

 

 山梨県南巨摩郡早川町の概要 

 早川町は、山梨県の西端に位置し、1956年

に早川流域の６つの村が合併して早川町と

して発足した。町の面積369.86km²のうち約 

96％を山林が占めており、川沿いと山の中腹

の南北25km、東西15km内に36の集落が点在し

ている。町内にいわゆる街を持たない典型的

な山間の過疎地である。昭和の合併当時に

8,116人であった人口は、過疎化の進行により、

2017年７月１日現在1,116人と激減している。 

 現在早川町では、若者世代のＵ・Ｉターン

と定住推進を図るための魅力ある地域づくり

と、雇用の場の確保や安心して子育てできる

環境づくりを推進し、次世代に続く若者の定

着を図っている。具体的施策としては、「子育

て支援」、「義務教育費無償化の継続と高校進

学奨学金制度の継続」、「山村留学制度による

家族留学の充実・拡大と住環境の整備」、「若

者の起業支援の充実」、「子育てにやさしい町

づくり作戦」、「大学進学奨学金制度の創設」

などに取り組んでいる。 

 町内の教育施設等に関しては、保育所（１

カ所）、小学校（２校）、中学校（１校）があ

り、2017年４月１日現在の在所・在校生数は、

保育所14名、小学校34名（２校合算）、中学校

30名である。町の主な子育て支援事業は、図

表２に示したとおりである。 

 

図表２ 早川町の子育て支援事業 

 内        容 

早川町小中学校教材費等無償化事業 

（義務教育無償化） 

早川町の児童生徒の安定した就学環境の充実を図り、

未来を担う子どもたちの健全な育成と教育推進のた

め行う事業 

学校給食費無償化事業・保育所給食費補助金交付事業 全額負担（学校教育のみ） 

保育所は支払った金額の半分を補助 

出生から義務教育終了までの医療費補助金交付事業 通院・調剤 国、県の乳幼児医療費助成制度が終了

する５歳以上から中学卒業までの児童生徒 

入院 国、県の乳幼児医療費助成制度が終了する小

学校就学後から中学卒業までの児童生徒 

「頑張る若人応援金」の交付事業 早川町の風土に育まれた子どもの未来を応援するた

め、居住年数等により５万円～20万円を支給する。 

（出所）早川町役場ホームページより筆者作成 

    http://www.town.hayakawa.yamanashi.jp/town/grapple/child-care.html（2017.７.５） 
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 早川町立南保育所 

 かつて早川町では、２つの保育所を運営し

ていたが、子どもの数が減少し集団保育を実

施することが困難になったため、１つの保育

所を休所し、現在は早川町立南保育所（以下、

南保育所）が町内で唯一の保育施設となって

いる。なお、南保育所の概要は図表３に示し

たとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 南保育所は、もともと「へき地保育所」と

して運営されていたが、新制度
４

施行により

制度が廃止されてからは、小規模保育事業に

移行せず、地域のニーズに合った保育の供給

を行うために町が独自運営を続けている。南

保育所によると、保育所に入所する要件とし

て親の就労以外にも、求職中などの他の入所

要件を含め柔軟に対応しているため、今のと

ころ地域の未就学児のほとんどが入所してい

る。保育所を利用せずに在宅で子育てをして

いる家庭に対しては、育児学級などの機会を

設けて保育所を通した地域子育て支援も行っ

ているとのことである。 

 南保育所を利用する子どもの数はここ数年

間ずっと15人前後をキープしており、近年は

町の政策による山村留学や移住者の家庭の子

どもの割合が多くなっている。保育実践に関

しては、子どもの数が少ないが故に行事など

の際に内容が制限されるなどのデメリットこ

そあるが、一人ひとりの成長を丁寧に見届け

ることができるというメリットもあるとい

う。 

 現在、南保育所は、認可外保育所として早

川町が独自運営しており、給食施設やプール、

体育館などの設備面での足りないところを近

くにある小学校と連携して補完している。こ

のようにして、南保育所は、地域の資源を活

用しながら町内唯一の保育施設としての役割

を果たしており、表面的には何の問題も無い

ように見えるが、何故、小規模保育事業に移

行しなかったのかという点に着目すると以下

の問題点が挙げられる。 

 新制度には、保育所に入所を希望する際の

要件に親の就労の有無などの「保育の必要性

の認定」があるが、その要件の中には「地域

に就学前の集団保育を受ける場が他に無い」

などの社会的な理由は今のところ入っていな

い。よって、地域に保育施設が１つしかなく

ても、親が就労していない（例えば、母親が

専業主婦など）場合は、就学前に重要な集団

保育を受ける機会を奪われるということにも

なりかねない。このような新制度と過疎地域

の保育ニーズの乖離は、新制度施行後も従来

の保育形態を継続させている理由のひとつと

いえよう。 

 

図表３ 早川町立南保育所の概要 

設  立 1987年４月１日 

子どもの現員数 
14名（０歳～２歳：３名、３歳：

１名、４歳：６名、５歳：４名）

職 員 数 
４名（正規職員２名、臨時職員２

名）＊早川町の職員 

保 育 時 間 
平常保育：８時30分～16時30分／

延長保育８時～18時 

給  食 
３歳児以上は完全給食、３歳未満

児はお弁当 

定  員 30名 

(出所)早川町保育所『保育所のしおり』等より筆者作成

４ へき地保育所の制度は、子ども・子育て支援法第30条１の４項において離島等に適用される特例地域型保育給付費

の支給対象施設として規定され、へき地保育所自体は、地域型保育給付の枠内で実施する「小規模保育事業」に制度

的に吸収された。 
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４．過疎地における保育のニーズと子

ども・子育て新制度 

 冒頭で述べたように、新制度は都市部の問

題の解消を中心に議論されたものであり、過

疎地の保育という視点に立つと多くの課題が

あるといえる。本稿で報告した早川町の事例

からは、新制度が施行されて２年が経過した

現在も新制度の小規模保育所（認可）に移行

せず、制度が廃止となった「へき地保育所」

を町独自の保育施設として存続させている実

態が明らかになった。 

 へき地保育所は、戦前からあった農繁期託

児所に代わって常設保育所の設置を求める地

域の強い要望によって、特に農村部を中心に

創設されたものである。1961年に制度が設立

されたへき地保育所は、保育料が均一かつ低

廉なこともあり、簡便な保育施設として急速

に普及が進み、1970年代前半に設置数
５

がピ

ークを迎えたが、３歳未満児や乳児保育への

対応ができないことや給食設備が無く、保育

士の有資格者の割合が低いなどの構造的な問

題を抱えていたため、認可保育所の整備が進

んだ1970年代中期以降は量的に急減していっ

た。そして2015年、新制度の施行に伴い制度が

廃止され、小規模保育所へ移行したが、へき地

保育所と小規模保育所は、図表４で示すとおり

目的や主たる対象児年齢、保育料等に大きな違

いがあり、必ずしも順調に移行しているわけで

はないことが今回の調査からも推測できる。 

 現在、人口が集中する都市部の待機児童問

題ばかりが注目されている。しかし、我が国

は既に人口減少社会であり自治体の半数が消

滅可能性都市とされる中、将来の子ども・子

育てという視点に立って考えると、過疎地域

の子どもの問題は、都市部待機児童問題の次

に来る大きな課題といえよう。その意味にお

いて、今後、地域によって異なる保育ニーズ

に応じた、きめ細やかな制度を実現していく

ためには、過疎という生活条件の不利な地域

の実態に即し、54年もの間地域の子どもの就

学前教育を担ってきたへき地保育所制度の意

義について、今一度分析・評価し、過疎など

の実態に有効と考えられる措置について検討

していく必要があるのではないかと考える。 

５ へき地保育所設置数1961年（340カ所）、1970年（2,439カ所）、1984年（1,839カ所）、2011年（545カ所）『社会福祉

施設等調査報告』各年度より 

図表４ へき地保育所と新制度での小規模保育所の比較 

 へき地保育所 小規模保育所（Ａ）型 

設置根拠 へき地保育所設置要綱 子ども・子育て支援法 

定 員 10人以上が補助対象 ６人～19人 

設 置 者 市町村が大半であるが、私営もある 社会福祉法人、企業、NPO等 

対象年齢 ３歳以上が原則 ３歳未満児が原則 

保 育 料 均一で低廉（１万円未満が多い） 
保護者の負担する市民税額による。最高10

万円程度 

給 食 原則なし（調理室なし） あり（搬入も可） 

保育要件 要件は不要 要件は必要 

（出所）櫻井慶一『文教大学生活研究第39集 抜刷』「過疎地域の保育所の動向と課題に関する一考察」2017年

３月より抜粋 
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５．おわりに 

 人口の少ない過疎地域では、保育問題に限

らず生活や福祉、医療、教育、雇用全般にか

かわる多くの問題が深刻であり、総合的な「地

域福祉」の視点が不可欠である。既に厚生労

働省を中心に多機能型福祉の構築に向けて、

高齢者、障がい者、子どもの施設・事業や資

格の検討が始まっており
６

、全年齢に対応で

きる多世代型の「地域包括支援センター」の

設置が推進されている。 

 保育所は、地域存続の重要な社会的インフ

ラのひとつである（櫻井2017）
７

。そして、

子どもの少ない地域社会では、すべての児童

の健全な発達のために集団保育の場を必要と

している。保育所と高齢者福祉施設等との合

築、複合化による小規模多機能型の福祉施設

などは、既に地域の必要に応じて全国各地で

取り組まれている。 

 過疎の問題は、高度経済成長との関連で生

まれた社会・経済構造の根幹にかかわること

であり、当然ながら過疎地の人口問題・保育

問題の視点だけでは解決できない。しかし、

人口減少、少子・高齢化が進む中、現在過疎

地域で行われている地域福祉の実践は、いわ

ば将来の日本を映す先進事例であるといえよ

う。そして、制度と実態の乖離などの過疎地

域の福祉の実態を丁寧に調査していくこと

は、人口論的な統計データなどのマクロの視

点だけではこぼれ落ちてしまう、数値の裏に

ある質的な情報を明らかにしていくという重

要な意味を持っている。マクロとミクロの視

点は共に必要であり、福祉研究に重要なミク

ロの視点も持ちながら、これからも農村をは

じめとする過疎地域の子ども・子育てに関す

る調査研究をすすめていきたいと考える。 

 

【謝辞】 

 本稿の執筆にあたり、早川町立南保育所の所長をはじ

め、保育士の方にはお忙しい中、お話を伺う機会を作っ

ていただき、大変お世話になりました。また、早川町の

地域づくりに携わっている上流文化圏研究所のみなさ

んには突然の訪問にも関わらず快くヒアリングに応じ

ていただきました。 

 末筆ながらこの場を借りてお礼申し上げます。 

 

【参考文献】 

・櫻井慶一『地域における保育制度の形成と展開－保育

の多様化・権利との関連で－』（財）私学研修福祉会 

1989 

・山縣文治編 別冊［発達］25『社会福祉法の成立と21

世紀の社会福祉』櫻井慶一「過疎地域の社会福祉制度」

ミネルヴァ書房 pp.184－193 2001 

・公益社団法人 全国私立保育園連盟『第60回全国私立

保育園研究大会京都府大会討議資料』櫻井慶一「第10

分科会人口減少社会は限られた地域の課題なのか～

新たな制度、保育の取り組み」pp.112－116 

・櫻井慶一・城戸久夫編著『「保育」の大切さを考える 

新制度の問題点を問う』新読書社 2015 

・全国保育問題研究協議会編集委員会『季刊保育問題研

究271』櫻井慶一「子ども・子育て支援新制度の歴史

的意味を考える」pp.18－28 

・西垣美穂子『へき地保育の展望』佛教大学研究叢書 

高菅出版 2012 

・西垣美穂子 公益社団法人 全国私立保育園連盟第

60回全国私立保育園研究大会京都府大会第10分科会

発表資料（2017年６月８日） 

・柏女霊峰『これからの子ども・子育て支援を考える－

共生社会の創出をめざして－2017ミネルヴァ書房 

・上滝孝治郎・白井尚・千野陽一編著『過密・過疎、へ

き地の教育 続・地域における国民教育の創造』民衆

社 1975 

・一般社団法人北海道総合研究調査会『地域人口減少白

書 全国1800市区町村地域戦略策定の基礎データ 

2014－2018』2014 

６ 厚生労働省・新たな福祉サービスのシステム等のあり方検討プロジェクトチームにおいて、分野横断的・包括的支

援のためのシステムづくりを提案しており、分野横断的な資格のあり方検討についても提言がなされている。2017

年２月には、いわゆる新福祉ビジョンをさらに進める「「地域共生社会」の実現に向けて（当面の改革工程）」が公表

されている。 

７ 櫻井慶一『文教大学生活研究第39集 抜刷』「過疎地域の保育所の動向と課題に関する一考察」2017 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /FGGyoshoLC-M
    /FGHeiseiKakuGothic-W3
    /FGHeiseiKakuGothic-W5
    /FGHeiseiKakuGothic-W7
    /FGHeiseiKakuGothic-W9
    /FGHeiseiMincho-W3
    /FGHeiseiMincho-W5
    /FGHeiseiMincho-W7
    /FGHeiseiMincho-W9
    /FGKyokashoNT-M
    /FGMaruGothicCa-B
    /FGMaruGothicCa-L
    /FGPGyoshoLC-M
    /FGPHeiseiKakuGothic-W3
    /FGPHeiseiKakuGothic-W5
    /FGPHeiseiKakuGothic-W7
    /FGPHeiseiKakuGothic-W9
    /FGPHeiseiMincho-W3
    /FGPHeiseiMincho-W5
    /FGPHeiseiMincho-W7
    /FGPHeiseiMincho-W9
    /FGPKyokashoNT-M
    /FGPMaruGothicCa-B
    /FGPMaruGothicCa-L
    /HGGothicEPRO
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /PDFX1a:2001
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <>
    /CHT <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /JPN <FEFF77f35c7153705237300000580050002000430054005075280020005600650072002e00200031002e0030003630005143306f0020005000440046002f0058002d00310061000d30c030a630f330b530f330d730eb309230aa30d5000d57cb30818fbc307f79816b62306e30d530a930f330c8306f57cb30818fbc307e306a3044000d004400467cfb004400480050003430d530a930f330c8300157cb30818fbc307f79816b62000d00500044004630d530a130a430eb5185306b8a2d5b9a30924fdd5b583059308b>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [1190.551 842.000]
>> setpagedevice


